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■会長の時間 会長　徳久　京子

今
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報 近隣クラブ例会情報等

次会のプログラム

本日のプログラム クラブ協議会

慶祝・クラブフォーラム

　今月は米山月間です。当クラブは、ここのところほぼ毎年のよう
に米山奨学生のお世話をさせていただいており、将来母国と日本
の架け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生を応援すると
いう、奨学制度自体の意義は皆さん体感としてご理解いただいて
いると思います。
　奨学生には、学業が優秀であるだけではなく、異文化理解や
コミュニケーション能力への意欲や能力に優れていることが求めら
れますが、奨学生を選考しているのが地区の米山奨学委員会で
す。当クラブからは、現在黒河内彰子会員が委員として活動され
ています。奨学制度自体は財団法人米山奨学記念会というロー
タリーとは別の団体の事業ですが、地区の委員会が財団からの委
託を受けるような形で、奨学生の選定、奨学金の授与などの運
営を担っています。
　財団の２０２０－２０２１年の事業報告書によりますと、２０２１年
の場合、応募数が１５０１人で採用数が９１０人でした。これだけみ
ると約 1．６倍の競争率ですから、何だ難しくないじゃないか、と思
われるかもしれません。しかし、９１０人の採用者のうち８７９人は
指定校推薦です。彼らは、まず大学内の選考試験に受からない
と財団への応募ができないので、実際の倍率はもっと厳しいもの
になります。
　現在は財団で行われている奨学制度も、始まりは東京ＲＣの単
独の事業でした。日本で最初のＲＣである東京ＲＣは、初代会長米
山梅吉さんが１９４６年に７８歳で亡くなられた後、彼の功績を記念し
て１９５２年１２月に米山奨学制度を設立しました。１９５４年９月に、
最初の奨学生をタイから迎えたのが最初の米山奨学生となります。
　当時の日本の留学生受け入れについて少し調べてみると、
１９５２年４月にサンフランシスコ平和条約が発効して日本が主権
を回復したことで、海外から留学生を迎えることができるようにな
り、国際文化交流と主に東南アジアを対象とする友好関係の
樹立を目的に、１９５４年に国費による留学生招致制度が作ら
れ２３人の国費留学生が来日した、ということがわかりました。
国と同じ時間軸で奨学制度を作り、奨学生を迎えた東京ＲＣの
先進性には敬服するばかりです。ちなみに１９５４年という年は、
相模原「市」が誕生した年でもあります。
　奨学制度は１９５７年には国内全クラブの合同事業となり、１９６７
年に財団法人としての米山記念奨学会が設立されました。財団設
立時の奨学生は６カ国５９人でしたが、１９７０年には１０３人、
１９８９年に５１８人、１９９８年以降は毎年１，１００人と増えてい
きました。寄付金の減少により２００１年度は１，０００人、２００５年
は８００人に減りましたが、その後また増えていて２０２２年度の奨学
生は８９８人、累計奨学生は２０２２年７月の時点で２２，８７５人にも
及ぶとのことです。

◆今後の予定
・次回の例会は１０月２５日です。予算についてのクラブフォーラム
を開催予定です。
・理事会にて、次回例会より円卓での例会とすることが決定いた
しました。
・１０月１１日・１８日は休会です。
・１０月は炉辺会合開催月です。テーマは「クラブの会計」につ
いてです。リーダー・サブリーダー開催・及びご連絡お願いいたし
ます。
◆１０月３０日、相模大野のハロウィンにて奉仕活動行います。１０
月３０日（日）、９時から１６時まで、コリドー（雨天の場合はボーノ）
集合でお願いいたします。詳細は追ってご連絡いたします。
◆鹿屋西ＲＣの当クラブ訪問について
　１１月１４日－１５日での訪問が確定しました。お昼のみの参加
は５，０００円、夜のみの参加は１０，０００円となります。一ノ瀬会
員よりＦＡＸ等でご案内がございます。

■幹事報告 幹事　藤原　新一
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■本日のスマイル  29,000円
■累　　　　 計  252,000円
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2447 回 1 0月   4日

第 2445 回  9月 13日

□出席報告：出席委員会　  10月4日
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　9月13日（修正） 完全欠席=市川、江田、小川、澁谷(直)、鈴木(雅)、竹村、中島、中村(好)、中山(智)、中山(義)、松井、松山、溝渕

会報委員長  栗林　　担当委員  　吉田　小川　森泉　柏原　若林　中村（文）　鈴木（昌）　大谷　足立　江尻　須坂　鈴木（晴）　中山（義）　松井　米田

中島　信義 君
★誕生日プレゼントをありがとうございます。
宮崎　雄一郎 君
★誕生日のお祝いありがとうございます。私も今月から後期高
　齢者になります。本物の老人です。何とも寂しい限りです。
小方　實 君
★結婚記念日の記念品をありがとうございました。
鈴木　昌彦 君
★慌てて、スマイルを書いてません！と言いたい所ですが、
　急いでます！結婚記念日のお祝い、ありがとうございます。
吉田　一紀 君
★いつもお世話になりありがとうございます。
　妻のお誕生日祝を頂きありがとうございました。
足立　旬一 君
★所用により、早退いたします。

■本日のスマイルBOX
徳久　京子 君、藤原　新一 君
★１０月は地区大会です。お手伝いに参加頂く会員の皆様あり
　がとうございます。大貫様、卓話楽しみにしております。
黒河内　三郎 君
★本日は、大貫さんの卓話があると聞き、出て参りました。
中村　辰雄 君
★大貫先輩の卓話を聴く事を楽しみにしておりました。
　この頃、歳のせいか、耳が聞こえなくなりましたので、前席
　で拝聴させて戴きます。
長瀬　徹 君
★本日の大貫さんの卓話、楽しみにしております。よろしくお願い
　いたします。
大谷　新一郎 君
★家内の誕生日プレゼントを頂きありがとうございます。
　車椅子の生活になりましたが、頑張っています。

■慶祝
結婚記念日祝 
10月 8日 中島　信義 君
10月10日 鈴木　昌彦 君
10月12日 渋谷　　勝 君

　
10月14日 大貫　恭嗣 君
10月23日 小方　　實 君

誕生日記念祝 （ご夫人）
10月18日 吉田　一紀 君 夫人 佳　織 様
10月21日 澁谷　直樹 君 夫人 千登勢 様
10月23日 鈴木　晴澄 君 夫人 由美子 様
10月24日 大谷　新一郎  君 夫人 友　子 様

誕生日記念祝 
10月10日 溝渕 　真澄 君
10月13日 中島　信義 君
10月16日 宮崎 　雄一郎君

　私は相模原南中学校に通いました。ある時、１０数人が宿題を
忘れ、私が代表で先生の前に出され、ビンタを受けました。頬が真っ
赤に腫れ、家に帰ると、父親から「その頬はどうした？」と聞かれ
ました。事情を話したところ、「それはお前が悪い！」と一蹴されました。
今のご時世であると、大変な問題になりますが、当時はそれがま
かり通っていました。
　戦前はラーメン一杯３０銭でした。それが戦後になると３０円にな
り、１００倍に跳ね上がり、かなりのインフレになりました。現在の日
本の国債と地方債の発行額の合計が１，２００兆円に達します。最
近の世界情勢を鑑みると、ここ数年でインフレが進んでいくのでは
ないかと心配しています。しかし、戦後のようなことはないと思いま
すが ...。
　さて、私は相模原市議会議員を１期務めました。或る方の薦め
もあり立候補することになったのです。立候補にあたり自治会長に
届け出ました。
　翌日、私より年上の先輩から「自分も立候補するつもりだった。
１００万円で手を打とう。」と言ってきました。翌日も電話あり「昨日
は１００万円と言ったが、２００万円でどうだ？」とありました。突っ撥
ねてやりました。

　議員時代も「交通違反の口利きをしてくれ」なども頼まれました
が、私は一切聞きませんでした。また後援会の支出も非常に大き
な金額になっていることに驚き、議員の仕事に見切りをつけ、すっ
ぱり１期で辞めました。
　その後、相模原市の選挙管理委員長を２期務め、選挙のこと
はよく解っているつもりです。
　委員長時代に、小沢一郎君（衆議院議員）を党首とした「自
由党」が選挙で大勝します。
自由党幹事長だった藤井裕久君から「自分（藤井氏）の後援会
長をやって欲しい。」と依頼を受けました。当時の与党の自由民
主党はやや右寄りでした。「後援会長と言われても、自由党の政
策も知らない中では受けられない。」と応えたところ、藤井君から
党の考え方を説明してもらい、結局、後援会長を務めることになり
ました。その後、藤井君は民主党に移ることになります。何と彼は、
その説明の場で冷酒を飲み出したのです。私は真剣に話をした
かったのに、その姿勢が許せなかったので、後援会長も辞めました。
　今は一人暮らしをしています。一人で居ると誰とも会話すること
もありません。例会で皆様とお話できることが楽しみに一つになっ
ております。
　本日はご清聴ありがとうございました。

■会員卓話「私の回顧録」 大貫　恭嗣
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